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超高齢社会の骨粗しょう症に対応する X線骨密度測定装置 

 「PRODIGY Fuga」を新発売 
～快適な検査と解析による高いスループット、高画質と再現性を高める工夫による正確な測定、 

低被ばく化と検査時間の短縮化による患者さんへの優しさ～ 

 

医療課題の解決に取り組むヘルスケアカンパニー、GEヘルスケア・ジャパン株式会社（本社：東京都日野市、代

表取締役社長兼CEO：川上潤）は、日本開発のX線骨密度測定装置 「PRODIGY Fuga」（プロディジー フーガ）

を 4月 15日（金）より販売開始します。 

 

「PRODIGY Fuga」は、2004年に発売開始以来多くの施設

で使用されている、マルチスライス方式を採用したPRODIGY

の後継モデルで、膝関節周囲の骨密度測定や小児骨密度

測定の新規アプリケーションを含む enCORE Version16と

新検出器LYSOシンチレータを搭載しています。 

骨粗しょう症診断のスタンダードである腰椎、大腿骨の骨密

度測定に限らず、大腿骨の強度解析、全身骨密度と体組

成測定、人工股関節周囲の骨密度計測などのアセスメント

機能、更に前回測定領域部位や画像を利用したポジショニ

ングの再現性向上機能に対応。幅広い仕様設定で国内の

大学病院、総合大型病院、地域中核病院から専門性の高

い診療所などを主なターゲットとして販売します。 

 

日本は超高齢社会に突入しており、骨粗しょう症をはじ

め、骨粗しょう症に関連する疾病（変形性関節症、運動

器症候群ともいわれるロコモティブシンドローム、加齢に

よる筋肉減少のサルコペニア、さらに高齢者が筋力や活

動が低下している虚弱状態を表すフレイル）への注目も

高まり続けています。一方、1,300万人に上ると推定され

ている骨粗しょう症患者のうち、正式な診療を受けてい

るのは 20%ほどにとどまるといわれる現状もあります。*1 

 

従来の腰椎、大腿骨の骨密度測定に留まらず、変形性関節の骨密度やその他四肢体組成などの測定のニー

ズも増し、病院における高齢者診療は重点事項の一つとして位置付けられています。そのような環境下で、整

形外科を中心とした関係各科から放射線科にはX線骨密度測定装置による測定検査オーダー多数入る現状

があります。多忙な中での測定にはこれまで以上の正確さ、迅速さ、安全性が求められています。 
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■製品特長および主要アプリケーション 

快適な検査と解析、そして高い生産性 

・ X 線骨密度測定は、一般的測定では「腰椎位置決め⇒腰椎測定⇒大

腿骨位置決め⇒大腿骨測定⇒腰椎解析⇒大腿骨解析」という６ステ

ップを踏むのが通常ですが、GE の「OneScan」であれば「腰椎・大腿骨

の一括ポジショニング⇒腰椎・大腿骨の一括測定⇒自動一括解析」と

いう３ステップで一連の検査を完了するため、検査時間短縮による効

率向上が図れ、検査枠の増加等を期待できます。 

 

高画質と再現性を高める工夫、そして正確な測定 

・ スマートファンビーム方式は、ペンシルビームの正確性とファンビームの

スピードを兼ね備えています。 

・ スキャンチェック機能は、骨の変形や圧迫からくる測定値の異常や特殊な解析手法を操作者に知らせ

ることにより測定値の信頼性を高めます。 

・ リポジショニング機能は、測定開始位置が適正でないことが発覚した場合に測定開始位置をコンソール

側で修正し、再測定できる機能です。 

 

低被ばくと短い検査時間、だから患者さんにやさしい 

・ 標準的な測定での腰椎もしくは大腿骨近位部の被ばく量（入射線量）は 37μGy です。これは通常の胸

部一般レントゲンの約 1/6程度にとどまります。 

・ また OneScanを使用した場合、3 ステップで一連の検査が行えること、更に「腰椎・大腿骨の一括測定」

によって被検者の装置上で拘束される時間や負担が軽減されます。*2 

 

*1: 出典：骨粗しょう症ホームページ http://www.iihone.jp/colum/column20150619/colum_098.html 

*2： 胸部一般レントゲンの被ばく量は GE製一般撮影装置をもとに試算しています。 

 

■製品概要 

・ 製品名：  PRODIGY 

・ 薬事認証名称： X線骨密度測定装置 PRODIGY 

・ 発売日： 2016年 4月 15日（金）  

・ 医療機器認証番号： 21500BZY00582000号 

・ PRODIGY Fuga は、enCORE SW V16.sp1以降の Version を搭載する上記医療機器のニックネームです。 

 

GEヘルスケア・ジャパンについて 

GEヘルスケア・ジャパン株式会社は、世界が直面する困難な課題解決に取り組むGEヘルスケアの中核拠点の
1 つとして、1982 年に設立されました。国内に開発、製造から販売、サービス部門までを持ち、日本のお客様の
ニーズにお応えする、先端的な医療技術ならびに医療・研究機関向けの各種サービスをお届けしています。CT

や MRI、超音波診断装置などの医療用画像診断から、体内診断薬、細胞解析装置などのライフサイエンス（生
命科学）まで幅広い分野にわたる専門性を駆使しながら、GE の世界戦略「ヘルシーマジネーション」で掲げる
「医療コストの削減」「医療アクセスの拡大」「医療の質の向上」の実現を目指します。2016 年 4 月 1 日現在の
社員数は約 2,000名、国内に本社および 54 カ所の事業拠点。 
ホームページアドレスはwww.gehealthcare.co.jp（ライフサイエンス統括本部：www.gelifesciences.co.jp）。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

GE ヘルスケア・ジャパン（株） コミュニケーション本部 ブランチャード／松井 
Tel: 0120-202-021  

http://www.gehealthcare.co.jp/
http://www.gelifesciences.co.jp/

